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♪
ほ
た
～
る
の
ひ
か
～
り
♪
と
、

別
れ
の
季
節
の
訪
れ
で
す
。

　
私
の
小
中
学
校
の
卒
業
式
と
言
え

ば
こ
の
『
蛍
の
光
』
を
歌
っ
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
。
高
校
で
は『
早
春
賦
』

を
歌
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す

が
、『
仰
げ
ば
尊
し
』
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
と
記
憶
が
曖
昧
で
す
。

　
私
の
世
代
以
降
で
し
ょ
う
か
。『
贈

る
言
葉
』
な
ど
の
歌
謡
曲
が
定
番
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
毎
年
の
様

に
違
う
曲
が
歌
わ
れ
、
思
い
出
の
曲

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
思

い
出
の
卒
業
式
の
歌
は
何
で
す
か
。

『
蛍
の
光
』
や
『
仰
げ
ば
尊
し
』
の

様
な
し
っ
と
り
泣
け
る
歌
も
捨
て
難

い
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。

　

最
近
の
中
高
生
は
、
こ
の
３
、４

年
間
、
大
声
で
話
す
こ
と
も
、
大
勢

で
話
す
こ
と
も
制
限
さ
れ
た
学
生
生

活
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
入
学

式
、
終
業
式
等
、
集
ま
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
分
、
卒
業
式
は
大
声
で

校
歌
斉
唱
し
た
ら
」
と
息
子
に
言
う

と
「
歌
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
知
ら

な
い
し
、
歌
え
な
い
」
と
の
こ
と
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
ま
し
た
。編

集
委
員　
小
坂　
敏
明

　1 月 14 日㈰、5 年に一度の「第 8 回邦楽のつどいと箏・
尺八鑑賞会」を小諸市文化会館で開催しました。
　箏、尺八、三味線、琵琶、鳴物、舞踊など特別出演者 12
名を迎え、地元の出演者 ( 萩翠孝社中、 琴古流尺八青童会、
コーラスグループ有志、裏千家流、浅間吟道会、西川流社中、
キッズ邦楽おこと教室、東小ワクワク大夢おことクラブ ) と
8 演目を共演しました。また、開演前にはロビーにて表千家
友和会の皆さんによる呈茶も行われ大盛況でした。

『第８回邦楽のつどいと箏・尺八鑑賞会』
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― 

特 

別 
賞 
―

※
作
品
寸
評　

  

審
査
委
員
長　

成
沢
臨
舟
先
生

第
59
回
児
童
生
徒
新
年
書
初
め
展

　　
新
年
へ
の
希
望
や
決
意
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
精
神
の
育
成
と
、
小
諸
の
書
芸
文
化
の
発
展
を
目
的
に
、
本
年
も

児
童
生
徒
新
年
書
初
め
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
４
７
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
作
品
の
中
か
ら
市
長
賞
を
始
め
と
す
る
特

別
賞
に
10
点
、
特
選
に
22
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
開
催
日
の
２
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰
の
３
日
間
は
、
大
勢
の
皆
様
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
伸
び
や
か
な
線
で
行
意
を
見
せ
、
名
前
も

美 

し
く
、
格
調
の
高
い
重
厚
な
作
品
と
な
っ
た

小
諸
東
中
学
校

一
年　　
藤
澤　　
蒼
空

小
諸
市
長
賞

暖
か
な
素
直
な
線
の
筆
運
び
、
作
品
全
体
の
余
白
、

名
前
と
共
に
明
る
く
美
し
く
格
調
の
高
い
作
品
で
あ
る

小
諸
東
中
学
校

二
年　　
依
田　　
歩
実

小
諸
市
公
民
館
長
賞

墨
量
豊
か
で
、
ど
っ
し
り
と
し
た
雄
大
な
筆
運
び
、

重
厚
で
風
格
の
あ
る
堂
々
の
力
強
い
作
品
と
な
っ
た

美
南
ガ
丘
小
学
校

五
年　　
柏
木 

の
ど
か

小
諸
市
教
育
長
賞

一
点
一
画
、
強
い
線
で
自
分
の
生
き
る
目
標
を
見
事
な

タ
ッ
チ
で
書
き
上
げ
た
、
品
格
の
あ
る
作
品
で
あ
る

東
小
学
校

六
年　　
美
齊
津 

咲
和

小
諸
市
議
会
議
長
賞
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― 

特　

選 

―

野
岸
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

東
小
学
校

岩
村
田
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

水
明
小
学
校

佐
久
平
浅
間
小
学
校

和
小
学
校

水
明
小
学
校

水
明
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

野
岸
小
学
校

美
南
ガ
丘
小
学
校

水
明
小
学
校

坂
の
上
小
学
校

小
諸
東
中
学
校

芦
原
中
学
校

小
諸
東
中
学
校

芦
原
中
学
校

小
諸
東
中
学
校

加
地　　　
彩
良

小
村　　　
菜
月

松
原　　　
碧
人

徐
林　　　
瑞
晞

大
池　  

ひ
い
ろ

影
浦　　　　
珠

津
布
工　
花
南

塚
田　　　
千
花

神
谷　　　
哲
平

清
水　　　
菜
月

大
塚　　　
伶
南

水
城　　　
陽
菜

金
井　　　
琉
花

亀
谷　　　
萌
衣

須
藤　  

み
な
も

柳
澤　　　
柚
羽

西
田　　　
祐
成

小
林　　　
優
奈

宮
尾　　　
花
音

乘
附　　　
茉
帆

小
山　　　
千
咲

小
林　　　
颯
介

三
年

三
年

三
年

三
年

四
年

四
年

四
年

四
年

五
年

五
年

五
年

五
年

五
年

六
年

六
年

六
年

六
年

一
年

一
年

二
年

二
年

三
年

水
明
小
学
校

三
年　　
小
林　　
結
和

３
年
生
と
は
思
え
な
い
温
和
な
線
と
端
正
な
字
形
に
心

な
ご
む
、
初
春
の
陽
だ
ま
り
の
様
な
暖
か
い
良
い
作
品

小
諸
商
工
会
議
所
会
頭
賞

墨
量
豊
か
太
筆
で
、
４
年
生
と
は
思
え
な
い
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
、
紙
面
を
圧
倒
す
る
力
強
い
作
品
で
あ
る

坂
の
上
小
学
校

四
年　　
土
屋　　
陽
奏

小
諸
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

冷
静
沈
着
な
運
筆
、
緊
張
感
が
実
に
心
地
よ
い
、
名
前

と
共
に
明
る
く
美
し
い
品
格
の
高
い
作
品
と
な
っ
た

東
小
学
校

六
年　　
小
山　　
紗
央

小
諸
市
青
少
年
育
成
会
連
合
会
長
賞

線
は
細
い
が
伸
び
や
か
で
、
明
る
い
お
正
月
を
表
現
で

き
た
、
名
前
が
一
段
と
作
品
を
美
し
く
し
て
い
る

東
小
学
校

五
年　　
小
島　　
結
來

小
諸
書
芸
連
盟
会
長
賞

毛
筆
の
起
筆
、
終
筆
運
筆
の
力
強
さ
が
見
事
、
上
品
で

余
白
も
上
手
に
遣
い
名
前
も
生
き
た
作
品
と
な
っ
た

野
岸
小
学
校

四
年　　
栁
沢　　
羽
音

小
諸
市
校
長
会
長
賞

貫
通
力
の
あ
る
運
筆
、
リ
ズ
ム
感
あ
り
、
安
定
感
に
満

ち
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
品
格
の
高
い
作
品
で
あ
る

芦
原
中
学
校

三
年　　
田
中　　
奈
緒

小
諸
市
文
化
協
会
長
賞
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　小諸東中学校の白梅祭を彩るのが、ステージバックです。全校で、１つ１つの小さな色紙
を貼り、１枚の絵にするモザイクアートです。僕は今年、このステージバックを中心になって
進めていく立場になり、最初は不安がありました。
　まず、原画募集をしました。各クラスから出してもらった原画の中から、全校アンケート
で決定しました。夏休み中に、代議員が集まり、色紙を切りました。９月上旬に行った全校
制作では、６６０枚の紙に、12 万枚の色紙を貼りました。１枚１枚のり付けして貼る作業は

大変でしたが、全校で協力して作業を行うことができました。色紙を貼った紙を繋ぎ合わせ、
白梅祭の前日に、ステージに貼りました。当日、完成したステージバックをお披露目した時、制

作を進め
てくることができて良かった
という、１、２年生の時とは
違った達成感を味わうことが
できました。
　最初は不安がありました
が、全校で協力して素晴らし
い作品を作ることができまし
た。後輩達にもぜひステージ
バック制作を続けてほしいで
す。

　今年度の白梅祭は、記念すべき第 70 回でした。その白梅祭に役員として携わらせていた
だきました。全校アンケートから、今年のテーマは「Sparkle ～輝け！努力と絆の結晶～」
に決まり、準備を進めました。
　当日は、開祭式から始まりました。役員で協力して、オープニングを創り上げることがで
きました。意見発表会では、学年代表者が、堂々と意見を発表しました。演劇部、吹奏楽
部の発表は、日頃の練習の成果

を発揮し、全校が盛り上がるよう
な発表となりました。１日目午後に

は体育祭が行われました。障害物競走、
大縄跳び、総力リレーの３種目を行いました。各クラス練習
の成果を出し、他学年からの応援も飛び交う白熱した体育
祭でした。２日目は音楽祭が行われました。クラス、学年合
唱は、どのクラス、学年も全員の息が合った素晴らしい合唱
でした。そして、全校合唱では、全校の心が一つとなり、会
場中に素晴らしい歌声が響き渡りました。
　第 70 回白梅祭は、全校１人１人の努力や仲間との絆が輝
いた素晴らしい 2 日間になりました。

№ 357

小 諸 東 中 学 校

「努力と絆が輝いた第 70 回白梅祭」　　　　　　　　　　　　３年１組　　大
おおいけ

池　陽
は る と

翔

「みんなで作り上げたステージバック」　　         　　　　　　    ３年５組　　髙
たかはし

橋　暖
ひなた



21 公民館報こもろ　令和６年３月号

小諸市公民館の休館日は、祝日の翌日と年末年始です。開館時間は、午前 9時です。

高
濱
虚
子
記
念
館

「
こ
も
ろ
日
盛
俳
句
祭
」

　

小
諸
高
濱
虚
子
記
念
館
で
は
、

展
示
の
ほ
か
に
大
き
な
主
催
事
業

を
２
つ
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
つ

目
は
「
こ
も
ろ
日
盛
俳
句
祭
」
で

あ
り
、
２
つ
目
は
「
虚
子
・
こ
も

ろ
全
国
俳
句
大
会
」
で
す
。
今
回

は
「
こ
も
ろ
日
盛
俳
句
祭
」
に

つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
こ
も
ろ
日
盛
俳
句
祭
」
は
、

高
濱
虚
子
が
、
真
夏
の
一
か
月
間

を
稽
古
と
称
し
て
、
特
に
若
い
皆

さ
ん
の
俳
句
の
技
量
向
上
を
図
る

目
的
で
、
日
盛
句
会
を
催
し
て
い

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　
今
年
16
回
目
を
迎
え
る
「
こ
も

ろ
日
盛
俳
句
祭
」
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
の
５
類
移
行
を
受
け
て
、
昨
年

４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
か
ら
大
勢
の
俳
句
愛
好
家
の

皆
さ
ん
が
集
い
ま
し
た
。

　
「
こ
も
ろ
日
盛
俳
句
祭
」
の
大

き
な
特
徴
は
、
結
社
を
超
え
た
俳

句
祭
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

全
国
的
に
も
大
変
珍
し
く
、
い
く

つ
も
の
結
社
の
俳
人
が
小
諸
に
集

ま
り
、
結
社
を
超
え
て
指
導
や
助

言
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
多
く
の
結
社

の
俳
人
か
ら
指
導
や
助
言
を
得
る

こ
と
で
、
俳
句
作
り
の
視
野
が
広

が
り
、
他
結
社
の
愛
好
家
と
も
交

流
で
き
る
と
大
変
好
評
で
す
。

　
こ
の
俳
句
祭
は
７
月
下
旬
の
３

日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
午
前
中
は

高
峰
高
原
や
飯
綱
山
、
懐
古
園
や

氷
室
な
ど
、
市
内
各
所

を
巡
っ
て
俳
句
作
り
を

行
い
、
午
後
は
い
く
つ

も
の
句
会
場
に
別
れ
て
、

句
会
を
行
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
句
会
終
了
後

は
、
一
堂
に
会
し
て
講

演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
、
俳
句
作
り

に
関
わ
る
貴
重
な
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
日
の
終
わ
り
の
懇
親

会
も
大
勢
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
、
俳
句
談
議

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。

　
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「『
俳
句
祭
』
は
、
今
回
が
初
め

て
の
参
加
で
し
た
。
俳
人
の
先
生

方
、
参
加
者
の
皆
様
に
優
し
く
親

切
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
３
日
間

安
心
し
て
参
加
で
き
ま
し
た
。
ご

高
名
な
先
生
方
と
の
吟
行
や
句

会
、
深
い
内
容
の
講
演
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
、
何
も
か
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ぜ
ひ

来
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　　
俳
句
に
興
味
が
あ
る
方
、
ど
う

ぞ
一
度
、
一
日
だ
け
で
も
参
加
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

古
文
書
調
査
室

　
令
和
３
年
に
、
大
塚
酒
造
様
か

ら
た
く
さ
ん
の
資
料
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
地
方
史
の

研
究
者
で
あ
ら
れ
た
故
大
塚
清

人
氏
が
遺
さ
れ
た
、
歴
史
関
係
の

膨
大
な
資
料
で
す
。
段
ボ
ー
ル
で

１
３
０
箱
以
上
、
ま
た
、
た
く
さ

ん
の
書
籍
で
す
。

　
大
塚
清
人
氏
は
、
本
業
は
酒
造

会
社
の
経
営
で
す
が
、
そ
の
傍
ら
、

本
格
的
に
小
諸
を
中
心
と
し
た
地

域
の
歴
史
研
究
に
取
り
組
ま
れ
た

方
で
す
。
旧
家
の
古
文
書
を
整
理

し
、
目
録
を
作
成
し
た
り
、
古
文

書
を
解
読
し
た
り
、
研
究
誌
『
小

諸
』
に
江
戸
時
代
の
「
戌
の
満
水
」

に
関
わ
る
論
文
を
発
表
し
た
り

と
、
精
力
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
料
の
中
身
は
、『
古
文
書
の

写
し
』『
古
文
書
の
解
読
文
』『
研

究
ノ
ー
ト
』『
古
文
書
』な
ど
で
す
。

　
古
文
書
の
写
し
は
、
小
諸
市
内

の
旧
家
等
に
存
在
す
る
貴
重
な
も

の
が
多
数
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

小
諸
藩
の
家
老
日
記
は
、
藩
政
の

一
端
が
わ
か
る
貴
重
な
も
の
で

す
。

　
ま
た
、
そ
の
古
文
書
の
解
読
文

も
た
く
さ
ん
残
し
て
あ
り
ま
す
。

小
諸
の
歴
史
を
究
明
・
研
究
し
て

い
く
う
え
で
、
そ
う
い
っ
た
解
読

書
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
役

立
ち
ま
す
。
本
調
査
室
で
も
、「
戌

の
満
水
」
に
関
わ
る
史
資
料
、
祇

園
祭
に
関
わ
る
史
資
料
を
、
古
文

書
教
室
の
学
習
資
料
と
し
て
、
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
歴
史
関
係
の
書
籍

も
あ
り
ま
す
。『
国
史
大
系
』『
古

事
類
苑
』
と
い
っ
た
、
高
価
で
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
も
の
、
歴

史
史
料
集
、
多
数
の
県
市
町
村
誌
、

そ
れ
か
ら
歴
史
辞
典
類
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
現
在
、
分
類
・
整
理
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
小
諸
の
宝
物
と
し

て
、
こ
の
大
塚
家
の
資
料
を
大
切

に
保
管
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
歴

史
研
究
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
さ
ら
に
整
理
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

句会の様子

複写された古文書

たくさんの専門書
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各施設予約開始日

施設名 利用月 予約開始日

公民館・こもろ女性の家
（貸出備品含む） R６/５

R６/３/１㈮乙女湖体育館 R６/９

文 化 会 館 R７/３

水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
を
と
考

え
ま
し
た
。
ま
ず
江
戸
時
代
初
期

の
御
影
用
水
の
開
削
の
時
、
用
水

の
水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
真
綿
を

埋
め
た
と
い
う
地
籍
・
綿
埋
（「
わ

た
う
ず
め
」
が
訛な

ま

っ
て
「
わ
と
う

ず
み
」）
に
ち
な
ん
で
「
わ
と
う

ず
み
」
と
い
う
曲
を
平
成
19
年
３

月
、
以
後
５
年
ほ
ど
か
け
て
６
曲

を
作
曲
し
て
頂
き
ま
し
た
。
２
曲

目
は
水
が
流
れ
て
来
た
ぞ
と
い
う

「
水
の
恵
み
」、
３
曲
目
は
お
田
植

で
「
早
苗
」、
４
曲
目
は
稲
が
成

長
し
て
笹
に
そ
よ
風
が
吹
い
て
い

る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
笹

波
」、
５
曲
目
は
し
っ
か
り
実
っ

た「
稲
穂
」で
す
。
そ
し
て
更
に「
祭

囃
子
」
も
創
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
指
導
者
は
小
諸
の
大
浅
間
火

煙
太
鼓
の
小
林
隆
志
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
８
年
間
ほ
ど
ご
指
導
い
た
だ

『
御
影
道
祖
神
祭
り
と

                    

御
影
天
領
太
鼓
』

御
影
区　
　
土
屋　
佳
生

（ 

御
影
天
領
太
鼓
代
表
）

　
御
影
道
祖
神
祭
り
は
、
毎
年
１

月
７
日
に
御
影
地
区
で
行
わ
れ
る

３
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
伝
統

行
事
で
す
。
御
影
新
田
の
道
祖
神

祭
り
世
話
人
会
と
連
携
し
て
小
学

校
高
学
年
の
親
が
親
方
と
な
り
、

子
ど
も
達
が
手
伝
っ
て
山
車
を
組

み
立
て
飾
り
付
け
て
御
影
地
区
の

中
央
で
ぶ
つ
け
合
い
を
し
ま
す
。

こ
の
御
影
道
祖
神
祭
り
は
平
成
７

年
２
月
に
小
諸
市
で
唯
一
の
県
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
に
文
化
庁
の
「
ふ
る

さ
と
文
化
再
興
事
業
―
地
域
伝
統

文
化
継
承
事
業
」
か
ら
助
成
金
を

頂
い
て
道
祖
神
祭
り
の
和
太
鼓
２

張
り
を
買
い
ま
し
た
。
新
旧
合
わ

せ
る
と
６
張
り
の
和
太
鼓
に
な
っ

た
の
で
、
太
鼓
集
団
を
結
成
し
て

御
影
道
祖
神
祭
り
を
更
に
盛
り
上

げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
同
年
９

月
、
区
の
回
覧
板
で
、
太
鼓
の
打

ち
手
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
８
人

が
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
様

に
太
鼓
の
集
団
名
を
募
集
し
ま
し

た
。
世
話
人
会
で
検
討
し
た
結
果
、

柏
木
易
之
さ
ん
（
御
影
用
水
を
開

削
し
た
柏
木
小
右
衛

門
の
11
代
目
）
が
応

募
し
た
「
御
影
天
領

太
鼓
」
と
決
ま
り
ま

し
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の

作
曲
を
信
州
大
学
名

誉
教
授
の
吉
本
隆
行

先
生
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
曲
は
御
影
道

祖
神
祭
り
の
始
ま
り

の
元
で
あ
る
御
影
用

き
ま
し
た
。

　
太
鼓
や
衣
装
を
買
い
揃
え
る
の

に
、
フ
ジ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
の
御
影
環
境
保
全
協
議
会
へ
の

助
成
金
を
活
用
し
、
運
営
費
は
御

影
区
や
御
影
公
民
館
か
ら
の
助
成

金
や
メ
ン
バ
ー
の
会
費
で
賄
っ
て

い
ま
す
。
道
祖
神
祭
り
で
叩
く
他
、

新
年
の
打
ち
初
め
、
盆
踊
り
、
収

穫
祭
な
ど
で
発
表
で
き
る
場
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
小
諸
市

公
民
館
ま
つ
り
や
大
浅
間
火
煙
太

鼓
の
自
主
公
演
で
も
叩
い
て
い
ま
す
。

　
御
影
道
祖
神
祭
り
の
伝
統
文
化

の
継
承
を
願
っ
て
始
め
た
御
影
天

領
太
鼓
で
す
が
、
早
く
も
17
年
の

歳
月
を
刻
ん
で
、
メ
ン
バ
ー
も
女

性
や
子
ど
も
達
の
参
加
が
増
え

て
、
現
在
23
名
と
大
所
帯
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

№ 172

こんにちは！文化センターです
　今月号では児童生徒新年書初め展の特別賞・特選
の皆さんを紹介していますが、この他にも園児から
高校生の皆さんまで多くの作品が出品されました。
　どの作品も力作揃いで、小諸の書芸文化の素晴ら
しさを感じさせられるものでした。



23 公民館報こもろ　令和６年３月号

小諸市公民館の休館日は、祝日の翌日と年末年始です。開館時間は、午前 9時です。

大
池　
佳
子

●
女
の
仕
事
と

　
線
引
き
さ
れ
て
い
た

　
家
事
も
育
児
も

　
イ
ク
メ
ン
パ
パ
は

　
ス
イ
ス
イ
と

荻
原　
葉
子

●
幸
福
度
数
は

　
自
分
が
決
め
る

　
一
日
の
終
わ
り
の

　
眠
り
に

　
着
く
ま
え

　
　
　
　
　
　
柏
木
ひ
ろ
み

●
ニ
ー
ニ
を
ま
ね
て

　
イ
ッ
チ
ョ
マ
エ
の
口
を
き
く

　
何
で
も
や
り
た
が
り

　
ワ
ッ
く
ん
４
才

　
伸
び
し
ろ
無
限
大

　
　
　
　
田
沼　
邦
夫

●
山
頭
火
が
訪
れ
た
５
月
に

　
佐
久
地
域
の

　
フ
ァ
ン
が
集
ま
る

　
だ
ー
い
す
き
と
い
う
人
た
ち
の

　
浮
き
浮
き
顔

甘
利　
滋
子

●
最
愛
の
人
と
の
挙
式
が

　
コ
ロ
ナ
の
為

　
挙
げ
ら
れ
ず
に
い
た
孫
娘

　
五
月　
初
夏
の
軽
井
沢
で

　
晴
れ
の
日
を
迎
え
る
と
い
う

井
出　
正
子

●
休
日
は

　
エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
の

　
フ
ル
活
動
だ

　
バ
バ
は
自
室
で

　
う
ち
わ
と
戯
れ
る

こ
も
ろ
五
行
歌
の
会

　

私
は
、
佐
久
市
市
民
交
流
広

場
で
不
定
期
に
開
催
し
て
い
る
、

S
A
K
U
フ
ェ
ス
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
に
実
行
委
員
と
し
て
、
第
３
回

か
ら
第
６
回
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

さ
く
の
わ
花
物
語
が
主
催
し
、
佐

久
地
域
の
高
校
生
、
大
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
、
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
私
が
こ
の
活
動
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
、
野
沢
北
高
校
で
軽

音
楽
班
に
所
属
し
て
い
た
の
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
校
外
で
演
奏
す

る
機
会
が
な
く
、
当
時
苦
し
い
思

い
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
ラ
イ

ブ
を
す
る
機
会
を
作
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　
最
初
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

く
、
佐
久
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
方
や
、
先
輩
方
に
企
画
、

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

『
S
A
K
U
フ
ェ
ス
を
通
し
て

　
　
　
　
　
気
づ
い
た
こ
と
』

　
西
八
満
区　
　
阿
部　
良
祐

き
、
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
大

変
で
す
。
そ
れ
で
も
、
当
日
来
て

く
だ
さ
っ
た
方
の
笑
顔
や
、
満
足

し
て
く
だ
さ
っ
た
姿
を
見
る
と
、

今
ま
で
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ
た

な
と
い
う
思
い
で
溢
れ
そ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
色
々
な
方
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
と

お
話
を
す
る
機
会
な
ど
を
得
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
機
会
を
得
ら

れ
た
の
は
、
こ
の

企
画
に
参
加
し

よ
う
と
思
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
勇

気
を
出
し
て
参

加
し
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
番

学
ん
だ
こ
と
は
、

仲
間
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
大
変
な
時
を

乗
り
越
え
、
よ
り

良
い
イ
ベ
ン
ト

を
作
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
読
ん
で

い
る
方
で
何
か

活
動
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
同

じ
思
い
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る

は
ず
で
す
。
勇
気
が
あ
れ
ば
叶
う

こ
と
の
方
が
多
い
の
で
、
行
動
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
宣
伝

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
後
輩

た
ち
が
S
A
K
U
フ
ェ
ス
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
私
は
受
験
生

な
の
で
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

是
非
遊
び
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


